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平成29年度 一般会計決算の内訳

平
成
29
年
度
決
算

　 決 算 総 括 表
会　　　計　　　名 　歳　　入（円） 　歳　　出（円）

一 　 　 般 　 　 会 　 　 計 32 7 , 9 7 1 , 3 6 1 3 2 2 , 8 5 7 , 3 9 0
財 政 調 整 基 金 積 立 金 特 別 会 計 1 0 2 , 7 6 6 0
職 員 退 職 給 与 積 立 金 特 別 会 計 2 2 , 0 9 3 , 0 1 1 2 2 , 0 9 1 , 1 3 0
維 持 管 理 調 整 積 立 金 特 別 会 計 3 , 2 7 6 , 1 4 8 3 , 2 7 6 , 0 0 0
維 持 管 理 適 正 化 事 業 特 別 会 計 3 2 , 7 3 7 , 4 6 9 3 2 , 6 2 4 , 1 3 2
農 地 転 用 決 済 金 特 別 会 計 4 , 7 5 3 , 5 6 3 4 , 7 4 6 , 8 3 7
開 発 行 為 等 特 別 会 計 1 6 , 1 5 4 , 9 3 1 1 3 , 5 3 0 , 5 9 5
工区特別会計　（２支区１５工区） 14 4 , 7 5 7 , 2 7 2 1 3 8 , 7 0 9 , 6 5 2

計 5 5 1 , 8 4 6 , 5 2 1 5 3 7 , 8 3 5 , 7 3 6

歳 出
３２２,８５７,３９０円

歳 入
３２７,９７１,３６１円

組合費（63.9%）
209,458,170円
皆さんに納入していただいた賦課金

補助金（6.7%）
22,052,910円

国・県・市町からの助成金

繰出金・予備費（5.7％）
18,342,000円
他会計に繰出した費用等 繰入金（5.5%）

17,879,516円
他会計からの繰入金

雑収入・繰越金（1.8%）
6,037,165円
その他の収入・
前年からの繰越金

受託料（22.1%）
72,543,600円
水機構・千葉県からの
施設管理受託料

事務費等（25.5%）
82,426,735円
土地改良区の運営に
要した費用

事務所費（0.7%）
2,110,892円
事務所の維持管理に
要した費用

負担金・諸費・
調査研究費（2.0%）
6,433,619円
各種団体負担金・
賦課金徴収交付金・
水質調査に要した費用

維持管理費（66.1%）
213,544,144円
用水維持管理に要した費用

平
成
29
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
臨

時
総
代
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、
３
億
２
，

７
９
７
万
円
で
、
内
訳
の
主
な
も
の
は
、

皆
さ
ん
か
ら
納
入
さ
れ
た
賦
課
金
が
63
・

９
％
、
国
、
県
及
び
関
係
市
町
か
ら
の
助

成
金
等
が
６
・
７
％
、
水
資
源
機
構
及
び

千
葉
県
か
ら
の
施
設
維
持
管
理
受
託
料
が

22
・
１
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

歳
出
総
額
は
３
億
２
，
２
８
５
万
円
で

主
な
支
出
は
、
安
定
し
た
用
水
を
供
給
す

る
た
め
の
費
用
・
施
設
の
復
旧
・
維
持
管

理
に
費
や
し
た
費
用
が
66
・
１
％
、
土
地

改
良
区
の
運
営
に
支
出
し
た
事
務
費
が

25
・
５
％
で
合
わ
せ
て
歳
出
全
体
の
91
・

６
％
と
な
り
ま
し
た
。

厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
経
費
の
節
減

に
引
き
続
き
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

組
合
員
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
し
ま
す
。
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臨
時
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

●承認・可決された議案
第１号議案 北総東部土地改良区平成29年度事業報告について
第２号議案 北総東部土地改良区一般会計平成29年度歳入歳出決算について
第３号議案 北総東部土地改良区特別会計平成29年度歳入歳出決算について
第４号議案 北総東部土地改良区工区特別会計平成29年度歳入歳出決算について
第５号議案 北総東部土地改良区平成29年度財産目録について
第６号議案 北総東部土地改良区役員選任について

北
総
東
部
土
地
改
良
区
臨
時
総
代
会
が
、

９
月
14
日
（
金
）
午
前
10
時
か
ら
香
取
市
山

田
公
民
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。議

長
に
鵜
澤
茂
総
代
が
選
任
さ
れ
、
鵜
澤

議
長
の
進
行
に
よ
り
、
す
べ
て
の
議
案
が
原

案
ど
お
り
賛
成
を
い
た
だ
き
、
総
代
会
は
滞

り
な
く
閉
会
し
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
総
代
選
挙

が
、
８
月
４
日
に
告
示
さ
れ
、

無
投
票
で
総
代
76
名
が
決
ま
り

ま
し
た
。

◆
総
代
会
議
長　

多
古
町

　

鵜
澤　
　

茂

◆
総
代
会
副
議
長
小
見
川
地
区

　

白
鳥　
　

聖

○
第
１
選
挙
区　

佐
原
地
区

　

伊
藤　

嘉
則　
丁
子

　

黒
川　
　

正　
香
取

　

松
本　

正
直　
丁
子

　

大
川　

秀
雄　
津
宮

○
第
２
選
挙
区　

成
田
市

　

成
毛　

行
雄　
南
敷

　

髙
木　

昭
一　
桜
田

　

大
里　

和
章　
村
田

　

小
貫　

栄
一　
所

　

菅
澤　
　

烈　
前
林

　

石
井　
　

繁　
一
坪
田

　

長
滝　
　

哲　
津
富
浦

　

萩
原　

正
樹　
一
坪
田

　

久
古　

久
男　
津
富
浦

　

瀧
島　

英
典　
前
林

　

宇
井　

孝
雄　
大
栄
十
余
三

　

川
嶋　

幹
男　
前
林

○
第
３
選
挙
区　

栗
源
地
区

　

石
橋　

拓
雄　
高
萩

　

鈴
木　

正
博　
高
萩

　

平
野　

俊
雄　
西
田
部

　

藤
崎　
　

薫　
高
萩

　

堀
越　

佳
秋　
沢

　

井
口　

光
明　
沢

○
第
４
選
挙
区　

多
古
町

　

加
藤　

悦
夫　
喜
多

　

石
井　

文
夫　
十
余
三

　

三
橋　

秀
夫　
飯
笹

　

鵜
澤　
　

茂　
間
倉

　

平
山　

輝
行　
十
余
三

　

勝
又　

正
之　
十
余
三

　

佐
藤　

茂
雄　
十
余
三

○
第
５
選
挙
区　

小
見
川
地
区

　

日
下
部
正
男　
織
幡

　

平
野　

賢
一　
上
小
堀

　

白
鳥　
　

聖　
虫
幡

　

諏
訪
子
一
郎　
八
本

○
第
６
選
挙
区　

山
田
地
区

　

渡
辺　

一
志　
府
馬

　

大
野　
　

榮　
府
馬

　

菅
谷　

茂
明　
府
馬

　

塚
本　

菊
雄　
志
高

　

菱
木　

俊
長　
長
岡

　

飯
島　

重
夫　
長
岡

　

安
原　

幸
雄　
仁
良

　

髙
岡　
　

俊　
仁
良

　

林　
　

欣
治　
神
生

　

菅
谷　
　

衛　
神
生

　

髙
岡　

義
光　
田
部

　

菅
谷　

久
賢　
田
部

　

永
嶋　

和
男　
新
里

　

林　
　
　

光　
大
角

　

長
嶋　

和
男　
新
里

　

長
嶋　

源
政　
新
里

　

越
川　

俊
一　
山
倉

　

木
内　

恒
幸　
桐
谷

　

木
内　
　

忠　
鳩
山

○
第
７
選
挙
区　
旭
市・東
庄
町

　

石
毛　

秀
治　
米
込

　

加
納　
　

茂　
入
野

　

菅
谷
眞
佐
司　
関
戸

　

堀
江　
　

隆　
神
田

　

越
川　

正
男　
鏑
木

　

髙
木　

行
夫　
南
掘
之
内

　

菅
井　

新
作　
鏑
木

　

実
川　

富
雄　
鏑
木

　

宮
應　

孝
行　
鏑
木

○
第
８
選
挙
区　

匝
瑳
市

　

越
川　

正
義　
大
寺

　

石
井　

常
夫　
内
山

　

越
川　

秀
昭　
内
山

　

葉
計　

周
男　
小
高

　

及
川　
　

誠　
金
原

　

寺
本　

幸
一　
飯
塚

　

向
後　

悦
男　
飯
塚

　

土
屋　

勝
一　
山
桑

　

石
和
田
勝
男　
大
浦

　

香
取　

正
美　
椿

　

行
木　

幸
弘　
木
積

　

髙
橋　

光
之　
松
山

○
第
９
選
挙
区　

神
崎
町

　

郡　
　

太
一　
立
野

　

鈴
木　

芳
夫　
植
房

　

飯
田　
　

正　
武
田

　
　
　
　
　

＊
届
出
順

第13期総代が決まりました
任期：平成30年８月21日～平成34年８月20日
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こ
の
た
び
の
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
に
よ
り
、
理

事
全
員
の
ご
推
薦
を
い
た
だ

き
、
引
き
続
き
理
事
長
の
職

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

北
総
東
部
用
水
は
水
田
用
水
の
ほ
か
、
畑
作
に
お
い

て
は
干
ば
つ
時
の
用
水
だ
け
で
な
く
、
施
設
園
芸
、
葉

菜
類
の
計
画
的
作
付
け
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
農

家
経
営
の
中
で
も
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

賦
課
金
の
徴
収
率
向
上
、経
費
の
節
減
等
に
努
力
し
、

均
衡
財
政
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
補
修
工
事
費
の
増
加
、
電

気
料
・
原
材
料
費
の
値
上
が
り
等
に
よ
り
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

更
な
る
支
出
削
減
、
新
た
な
財
源
確
保
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
土
地
改
良
区
運
営
の
健
全
化
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
役
職
員
一
同
組
合
員
の
立
場
に
立
ち
最
善

の
対
策
を
講
じ
、
組
合
員
で
あ
る
農
家
の
皆
様
が
安
定

し
た
農
業
経
営
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。土

地
改
良
区
の
更
な
る
発
展
の
為
、
誠
心
誠
意
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
関

係
各
位
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

９
月
14
日
の
臨
時
総
代
会
に
お
い
て
役
員
が
選
任
さ
れ
、
９
月
25
日
に
開
か
れ
た

役
員
会
に
よ
り
新
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

第
13
期
理
事・監
事

任
期
：
平
成
30
年
9
月
26
日
〜
平
成
34
年
9
月
25
日

就
任
御
挨
拶
理
事
長　

宇
井　

成
一

副
委
員
長　

林　
　

勝
雄
（
小
見
川
地
区
）

委　
　

員　

小
泉　

一
成
（
成
田
市
長
）

　
　
　
　
　

所　
　

一
重
（
多
古
町
長
）

　
　
　
　
　

髙
岡　
　

晃
（
山
田
地
区
）

　
　
　
　
　

宮
澤　

善
一
（
旭
市
）

　
　
　
　
　

石
橋　
　

健
（
神
崎
町
）

◆
監　
　

事

総
括
監
事　

林　
　

義
秀
（
山
田
地
区
）

総
括
監
事
職
務
代
理
者

　
　
　
　
　

佐
藤　

隆
夫
（
成
田
市
）

員
外
監
事　

仲
野　
　

進
（
香
取
市
）

平
成
30
年
11
月
14
日
に
北
総
東

部
土
地
改
良
区
会
議
室
に
お
い

て
、
賦
課
金
対
策
特
別
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。　
　

今
期
の
新
委
員
の
皆
様
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

委
員
長

　

鈴
木　

正
敏

副
委
員
長

　

石
井　

常
夫

　

増
田　

祐
幸

委　
　

員

　

多
田　

政
光
（
理　

事
）

　

篠
塚　

正
一
（
理　

事
）

　

菅
澤　
　

進
（
理　

事
）

　

鈴
木　

正
敏
（
理　

事
）

　

須
合　

重
德
（
理　

事
）

　

萩
原　

正
樹
（
総　

代
）

　

菱
木　

俊
長
（
総　

代
）

　

安
原　

幸
雄
（
総　

代
）

　

髙
木　

行
夫
（
総　

代
）

　

石
井　

常
夫
（
総　

代
）

　

椎
名　

康
賀
（
工
区
長
）

　

勝
又　

正
之
（
工
区
長
）

　

宮
崎　

孝
行
（
工
区
長
）

　

増
田　

祐
幸
（
工
区
長
）

　

石
橋　

久
由
（
工
区
長
）

賦
課
金
対
策
特
別
委
員
会
が

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

◆
理　
　

事

理
事
長

　
　
　
　
　

宇
井　

成
一
（
香
取
市
長
）

副
理
事
長
（
会
計
担
当
理
事
）

　
　
　
　
　

長
嶋　

敏
夫
（
山
田
地
区
）

総
務
委
員
会

委
員
長　

鈴
木　

正
敏
（
山
田
地
区
）

副
委
員
長　

菅
澤　
　

進
（
多
古
町
）

委　
　

員　

太
田　

安
規
（
匝
瑳
市
長
）

　
　
　
　
　

石
橋　

輝
一
（
神
崎
町
長
）

　
　
　
　
　

篠
塚　

正
一
（
成
田
市
）

　
　
　
　
　

宇
井　

勝
美
（
栗
源
地
区
）

　
　
　
　
　

菅
谷
源
兵
衞
（
旭
市
）

事
業
委
員
会

委
員
長　

多
田　

政
光
（
佐
原
地
区
）

副
委
員
長　

卯
田　

忠
男
（
多
古
町
）

委　
　

員　

明
智　

忠
直
（
旭
市
長
）

　
　
　
　
　

長
嶋　

敏
夫
（
山
田
地
区
）

　
　
　
　
　

小
倉　

純
一
（
成
田
市
）

　
　
　
　
　

八
角　

勝
義
（
匝
瑳
市
）

管
理
委
員
会

委
員
長　

須
合　

重
德
（
匝
瑳
市
）

引
き
つ
づ
き
、
徴
収
率
向
上
に

向
け
、
滞
納
賦
課
金
の
解
消
に
努

力
し
て
い
き
ま
す
。



整備実施状況整備実施状況

before

after

5 H30.12.20

平成３０年度は下記の工事を実施します
　工事の際に道路の交通規制、畑用水の臨時休止等により皆さんにご迷惑をおかけいた
しますが、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

●土地改良施設維持管理適正化事業 （工期）平成30年10月10日～平成31年2月20日

工区（支区）名 工　事　場　所 工　事　内　容 施　工　業　者

吉 原
香取市　津宮地先 排 水 路 改 修 工 事 ㈱ 鈴 木 組
香取市　丁子地先 第２揚水機場整備補修工事 昱（ ア キ ラ ） ㈱

織 幡
香取市　虫幡地先 仕 切 弁 補 修 工 事 木 内 土 木 ㈱
香取市　上小堀地先 第２揚水機場整備補修工事 昱（ ア キ ラ ） ㈱

原 新 田 香取市　神生地先 仕 切 弁 補 修 工 事 ㈲ 石 田 建 設

大 久 保 香取市　新里地先
水 管 橋 補 修 工 事 ㈲ 石 田 建 設
漏 水 補 修 工 事 金 井 工 業 ㈱

栗 源 香取市　高萩地先他 仕 切 弁 補 修 工 事 木 内 土 木 ㈱

干 潟 旭　市　鏑木地先他
仕 切 弁 補 修 工 事
空 気 弁 補 修 工 事

髙 木 土 木 ㈲

八 日 市 場 匝瑳市　金原地先他 仕 切 弁 補 修 工 事 小 原 建 設 ㈱
村 田 成田市　所地先他 仕 切 弁 補 修 工 事 ㈱ 笹 本 土 建
十 余 三 成田市　前林地先 水 管 橋 補 修 工 事 鎌 形 建 設 ㈱
中 沢 多古町　十余三地先 漏 水 補 修 工 事 ㈱ 安 藤 建 設

●水利施設等保全高度化事業 （工期）平成30年11月2日～平成31年3月10日

工区（支区）名 工　事　場　所 工　事　内　容 施　工　業　者
織 幡 香取市　上小堀地先

排 水 路 補 修 工 事
菅 谷 建 設 ㈱

干 潟 旭　市　鏑木地先 前 田 建 設 ㈱

●農業水路等長寿命化・防災減災事業 （工期）平成30年11月2日～平成31年3月10日

工区（支区）名 工　事　場　所 工　事　内　容 施　工　業　者
十 余 三 成田市　横山地先 排 水 路 補 修 工 事 椿 建 設 ㈱

●基幹施設整備事業（水資源機構発注）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

施　設　名 工　事　場　所 工　事　内　容 施　工　業　者
大 久 保 Ｆ Ｐ 香取市　新里地先

ポ ン プ 設 備 更 新 工 事 ㈱ 柿 本 商 会
出 　 沼 Ｆ Ｐ 多古町　十余三地先



冬
期
用
水
を
使
用
さ
れ
る
方
は

冬
期
用
水
を
使
用
さ
れ
る
方
は

申
請
を
お
願
い
し
ま
す

申
請
を
お
願
い
し
ま
す

6H30.12.20

施
設
は
、自
分
達
で    

守
り
ま
す

法
面
の
除
草
剤
散
布
に
ご
注
意
を
！

法
面
の
除
草
剤
散
布
に
ご
注
意
を
！

お
く
や
み

十
余
三
工
区
長　

富
岡
四
郎
氏
（
成
田
市
）

平
成
30
年
８
月
逝
去

　

生
前
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
、

　

併
せ
て
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

対　
　

象　

健
康
な
65
歳
ま
で
の
方

職　
　

種　

機
場
保
守
・
運
転
他

募
集
人
数　

若
干
名

勤
務
地　

香
取
市
他

採
用
期
間　

平
成
31
年
４
月
１
日
〜
９
月
30
日
ま
で

勤
務
時
間　

6
時
30
分
〜
19
時
30
分
の
交
代
勤
務

時　
　

給　

規
定
に
よ
る

選
考
方
法　

書
類
選
考
・
面
接

申　
　

込　

平
成
31
年
２
月
８
日
（
金
）
ま
で
に
履

歴
書
を
管
理
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

機
場
操
作
員
募
集

農
道
・
排
水
路
な
ど
の
施
設
は
多
面
的
機
能
支
払
活
動
組

織
な
ど
の
地
域
の
方
々
や
工
区
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
維

持
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。今
後
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

農道除草作業

排水路泥上げ作業

除
草
剤
は
効
果
が
高
い
反
面
、
農
道
・
排
水
路
の
法
面
へ

の
使
用
は
、
崩
れ
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

農
道
・
排
水
路
は
地
域
の
大
切
な
施
設
で
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
の
補
修
は
組
合
員
の
負
担
の
増
加
に
つ
な

が
り
ま
す
の
で
、皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

多面的機能支払交付金制度　事務作業支援 します

多面的機能支払交付金制度を活用し、農道・排水路の維持管理を行っている地区が増えてきております。
土地改良区維持管理費の負担軽減対策として非常に有効な制度であることから、多面的機能支払交付
金制度を活用している組織を積極的に支援したいと考えております。
資源保全会など共同活動組織設立を検討している地区、現在活動している地区で事務作業等について
お困りのことがありましたら土地改良区までご相談ください。

多面的機能支払交付金制度とは
・地域共同による農地・農業用水等の資源の保全管理と農村環境の取り組みに対し支援する制度です。
・面積に応じ交付金が支払われる制度で地元負担はありません。
・多面的機能支払の構成
　　農地維持支払交付金（地域資源の基礎的な保全または、保全管理のための推進活動等）
　　資源向上支払交付金（資源の軽微な補修、農村環境保全活動、施設の長寿命化対策等）

ま
だ
、
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
冬
期
用
水

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
該
当
す
る
受
益
地

の
工
区
長
に
、
確
認
を
受
け
た
う
え
で
、
提
出
し
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
申
請
用
紙
は
、
工
区
長
ま
た
は
土
地
改
良
区
へ
ご

連
絡
の
う
え
、
お
取
り
寄
せ
く
だ
さ
い
。



7 H30.12.20

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す

賦
課
金
の
納
入
、忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

賦
課
金
の
納
入
、忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

口
座
振
替
の
取
扱
金
融
機
関

◎組合員の死亡による
農地の相続
◎農地の小作契約・解除
◎経営移譲または

農業者年金の受給
◎農地の売買・贈与・交換によ
る所有権移転などに該当す
る場合

◎受益地を農地以外の
宅地・公共事業用地・
道路等へ転用する場合

「組合員資格得喪通知書」を
 提出してください
◎公共機関（市町・法務局）で手続きを行っ
ても、土地改良区へ届出がなければ賦課台
帳は変わりません。

◎届出がない場合は、現組合員にそのまま賦
課されます。
◎電話での変更はできませんので、必ず届出
をしてください。

土地改良区との協議と
 決済金の納入が必要です
土地改良区から農地を除外する場合には、土地
改良法第42条の規定により、面積減少による他の
組合員への負担が過重とならないように決済金の
納入が必要となります。

土地改良区が管理する道路・水路を
農業以外に使用する時は、土地改良区に届出が必要です
　「北総東部土地改良区開発行為等同意規程」に基づき、協力費・負担金の納入が必要
となります。
※詳細は管理課までお問合せください。

土
地
改
良
区
に

土
地
改
良
区
に
届
出
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
！

を
お
願
い
し
ま
す
！

組
合
員
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
大
部
分
の
賦
課
金
が
毎
年
納
期
ま

で
に
納
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。納
入
が
滞
っ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

滞
納
処
分
（
差
押
え
）
の
執
行
対
象
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
速
や

か
に
納
入
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

★
『
口
座
振
替
（
自
動
引
落
）』

を
お
申
込
み
い
た
だ
く
と
納
め

忘
れ
や
、
窓
口
ま
で
出
向
く
必

要
が
な
く
な
り
、
大
変
便
利
で

す
。ま

た
、
年
に
一
度
の
引
落
で

済
む
『
全
納
』
も
、
口
座
振
替

と
併
せ
て
、
是
非
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

★
お
問
合
せ
・
お
申
し
込
み
は
、

賦
課
徴
収
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

○
千
葉
県
内
の
農
業
協
同
組
合

○
千
葉
銀
行

○
千
葉
興
業
銀
行

○
京
葉
銀
行

○
佐
原
信
用
金
庫

○
銚
子
信
用
金
庫

○
千
葉
信
用
金
庫

○
そ
の
他
千
葉
県
内
に
本
店
の

　

あ
る
金
融
機
関

○
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

口
座
振
替
領
収
証
の
送
付
に
つ
い
て

口
座
振
替
を
ご
利
用
頂
い
て
い
る
組
合
員
の
皆
様

に
は
、
領
収
証
を
納
入
組
合
を
通
じ
て
配
付
、
ま
た

は
郵
送
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。



8H30.12.20

広
報
紙
第
82
号
で

募
集
し
ま
し
た
子
ど

も
絵
画
展
で
、
北
総

東
部
か
ら
は
、
21

点
（
全
国
で
は
６
，

２
８
４
点
）
の
応
募

が
あ
り
、
全
国
水
土

里
ネ
ッ
ト
の
審
査
の

結
果
入
選
１
点
、
地

域
団
体
賞
３
点
の
作

品
が
選
ば
れ
ま
し

た
。入

選
作
品
・
地
域

団
体
賞
作
品
は
、
東

京
都
美
術
館
へ
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

栗
源
の
ふ
る
さ
と

栗
源
の
ふ
る
さ
と
い
も
祭

い
も
祭
にに

本
年
も
参
加
し
ま
し
た

本
年
も
参
加
し
ま
し
た

入　
　

選

香
取
市
立
津
宮
小
学
校

　
　

２
年　

加
瀬
林　

七
海
さ
ん

　
　
　
「
田
ん
ぼ
と
お
ば
あ
さ
ん
」

2121
世
紀
土
地
改
良
区

世
紀
土
地
改
良
区

創
造
運
動

創
造
運
動
をを
実
施
し
ま
し
た

実
施
し
ま
し
た

11
月
18
日
に
行
わ
れ
た
栗
源
の
ふ
る
さ
と
い
も

祭
り
に
北
総
東
部
土
地
改
良
区
と
水
資
源
機
構
千

葉
用
水
総
合
管
理
所
・
成
田
北
総
管
理
所
が
参
加

し
ま
し
た
。

北
総
東
部
管
内
で
収
穫
さ
れ
た
新
鮮
野
菜
の
販

売
、
小
魚
す
く
い
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
行

な
い
、
大
変
な
賑
わ
い
の
中
、
地
域
の
方
々
に
北

総
東
部
用
水
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

旭
市
立
中
和
小
学
校

　

４
年　

佐
野　

偉
琉
さ
ん

「お父さんのいねかり」

め
ぐ
み
の
郷
北
総
東
部
最
優
秀
賞

「ふるさとの田んぼと水」子ども絵画展2018の受賞作品が決定しました

め
ぐ
み
の
郷
北
総
東
部
優
秀
賞

旭
市
立
中
和
小
学
校

　

１
年　

菅
谷　

詩
乃
さ
ん　

　
　
　
「
た
の
し
い
た
う
え
」

香
取
市
立
津
宮
小
学
校

　

６
年　

本
宮　

紗
矢
香
さ
ん

　
　
　
「
も
う
す
ぐ
稲
刈
り
」

土
地
改
良
区
創
造
運
動
に
匝
瑳
市
立
豊
和
小
学

校
４
・
５
年
生
24
名
の
児
童
の
皆
さ
ん
が
参
加
し

ま
し
た
。

船
戸
揚
水
機
場
で
は
、
ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
大
き
な
音

を
た
て
て
回
る
ポ
ン
プ
に
驚
き
の
声
が
上
が
り
、

芋
掘
り
体
験
で
は
サ
ツ
マ
イ
モ
を
折
ら
な
い
よ
う

に
慎
重
に
土
を
掘
り
、
や
っ
と
掘
り
出
し
た
サ
ツ

マ
イ
モ
の
大
き
さ
に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

短
い
時
間
で
し
た

が
、
身
近
に
あ
る
農
業

用
水
に
つ
い
て
知
っ
て

貰
え
た
実
り
あ
る
創
造

運
動
と
な
り
ま
し
た
。


